



























































































































































ステンレス製のアプリケー ター 内に箇､た｡マイクロ波は不要な反射波を抑制するアイソレー ター とマイクロ波エネルギー 量を
測定するカプラー を経由してアプリケー ター 内に送られ､さらにアプリケー ター 内でのマイクロ波電磁界が均一なるように金属
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SmtiXicaa'Blyms㎡dimencews輝愈､乱i乃/twoEwayANOVAaglincammainf幅㎡niCrowayesmllimdPRLR1,20)=8.00,
p4.05),SdericNKCAG(1,20)=4.44,p4.05入βⅣmAPGF(1,20)=6.07;p4.05ANⅡ『(1,20)=4.73,p<0.05jaldimlCRH
adminishatimlmlUMPRL(F(1,20)=8.33,p".01jSdancNKCAG(1,20)=681,p".05)βⅣmAPR1,20)=447PJO5)NⅡ『
(1,20)=5.48,pO.05)aInilmaCtivemtml1imdPRLf7(1,20)=4.94>御.05)刺副cNKCAm1,20)=7.58,W.05)βmmA叩(1,
20)=8.01,p4.051NⅡ瓜1,20)=12.0,p".01)
考察
ストレスが細胞性免疫の低下をもたらす機序としては、視床下部qRHを中心とした視床下部下垂体-副腎皮質
系が中心とされるが(AlldlWaetal,1991;Vanmsetm,1992)、内因性オピオイド(WdmandPat,1989)や駅Lもそ
の役割を有することも知られている。特に駅Lについては、ストレスに際しては、q旧を介して、下垂体から
ACIHやβ野とともに放出され(A1鱈maetm,1995)、その下垂体駅Lが細胞性免疫低下をもたらすのalMrand
KdlW1989;n曲にIa,1997)こと以外にも、リンノ球から合成、分泌される駅LGdlegimaal,19";Sabhmwal敏弘
1992)が免疫能に関与することも近年では知られるようになった。本結果では、マイクロ波暴露による妊娠ラット
のNKCAの低下と駅Lの上昇がともに認められたことからも､妊娠期におけるマイクロ波暴露による細泡性免疫
能低下に際して、駅Lの関与の可脂性を示唆している。本結果では、マイクロ波暴露よって、妊娠ラットの血中
コルチコステロンの変化を認めなかったことから、高レベルマイクロ波と異なり、低レベルマイクロ波は視床下
部下垂体副腎皮質系を活幽こさせないことから、その細泡性免疫能低下に際して、視床下部-下垂体副腎皮質系
の関与の可能性は低いと思われる。
内因性オピオイドペプタイドは､ストレス時のWLの放出を促進する低tIagiaetal,1987;Rossieretm,1980;Van
VUgtetal,1978)｡d叩amineがalClmenudeusや、罰i鉦laninenmにおける駅L放出を抑制することはよく知られて
いる⑮alJm剛hanetal,1989兆オピオンrドン､ミプタイドが駅L放出を促すのは、ドパミン神経系の活陸放出、合
成を抑制するとされている{V狐αq41979}}(VanLmnetal,198の。妊娠期でも内因性オピオイドペプタイドは、
N"mmal駅LsuI顔を調節するとされている(SagilloandVoogt,1991)。このようなオピオイドと駅Lの関係を元
に考えればオピオイド受容体拮お済IのNmwleのip投与によって､マイクロ波暴露によって上昇した血中駅L
と減少したNKCAをIEv切巽するとした本結果は、妊娠期においても、オピオイド神経系が駅LによるNKCAの
低下という縄洛を制御していることを示唆している。
元来、内因性オピオイドによるWL放出には、中棡申経系随It'alneIvousWsfm,OJS)内で行われることが、
、Ⅷmでは、内因性オピオイ測土下垂体駅Lの放出をもたらないこと（α証血αlaldGuidotU,1977;Rivierdal,
1977)や、オピオイド由来物質は、血瓶脳関門を通過しないため、その末梢投与によってはWLの放出増加をき
たさないこと(Hnaaietal,1981)で証明されてきた｡NaloxoIleのip投与によって､マイクロ波暴露によって上昇し
た視床下部WのqRHを1画/α配したため､CNS､特に､Wが中心となってオピオイFによるWLの上昇とNKCA
の低下が妊＃闘のマイクロ波暴露時では生じること力顎い知れる。αH受容体拮抗剤であるα-laimlMHのicv
投与によっても同じく、マイクロ波暴露によって上昇した血中MLと、減少したNKCA、また上昇した下垂体β
田をrEveI配した本結果はこのことを裏付ける。ところが、妊娠に伴って胎盤が形成されると、胎盤からqRHと
ならんでWLが合成され､生理的物質として脚mcrineでaumrineな作用を営む(InndwaWetal,1991;A血2gkantet
al｡199句。また胎盤駅Lが胎盤から母体血中に入り、血中駅Lの増加として観察される(AmhaⅣetal,1995)。し
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たがって、妊偏寺のマイクロ波暴露によって叩imdl卿namaplistの末梢投与によって血中駅Lが減少した本
結果は、下垂体以外の部位、すなわち、胎盤に対する作用も否定できなくはなしもこの胎盤由来のmLの関与に
ついては今後の研究によって明かになると考えられる。
結論
以上の結果から、妊娠中のマイクロ波暴露による免疫機能低下には、マイクロ波暴露に際して視床下部、特に
WのqRH神経系と、視床下部あるいは下垂体のオピオイドネ椛系が束臘され､その結果､下垂体HRLが活性化
されるという中枢性機序が考えられた。この系の存在により妊娠期では、温熱暴露に際し、細胞性免疫低下によ
って妊娠期のホメオスターシスを向上させると考えられた。
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